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図表２２：U.S Corporations with largest Revenues in 2004 

 

 

さて、カトリーナによってどの地域が実際に被害を受けたかを示したものが、図表 23 で

ある。 

 

図表２３：ハリケーンカトリーナのよる被害地域 

 

 

ニューオリンズ周辺の地図において、赤色に塗られている部分はすべて浸水してしまっ

た部分であり、その中で青色の四角で囲まれている部分が、ニューオリンズの中心地であ

る。このように市の中心地のほとんどが浸水してしまっており、さらにこの部分は低所得
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者層の多い地域で、その浸水層も深くなっていた。 

ニューオリンズは北にも東側にも湖があり、南にはメキシコ湾、さらには運河も走って

いる水に囲まれた地域で、土壌も柔らかかった。そのため、ハリケーンに遭遇したら大被

害となるであろう事は、以前から予想されていた。例えば、ルイジアナ州立大学において、

ハリケーンパムというものを想定し、被害予想もされていた上に、実際のカトリーナの被

害はその予想にほぼ近いものであったにもかかわらず、救援が 3 日遅れてしまった事など

が大きな批判を受けている。この批判には色々な見方があるようだが、危機管理上問題が

あったことは事実である。 

 

（２） 日本の地震保険との比較 

 NFIP と日本の地震保険の比較をしたものが、図表 24 である。 

 

図表２４：日本の地震保険との比較とＮＦＩＰの保険料例 

  

 

既に述べた通り、日本の地震保険では民間保険会社が保険者としての役割を担っており、

保険リスクを背負っているが、NFIP における民間保険会社は保険を販売するだけである。

これを WYO プログラム（Write on your program の略）といい、民間保険会社が政府の代わ

りに、公的保険をあたかも自社の商品のように販売するプログラムである。 

政府の役割というと、日本の場合は再保険者であり、少額の損害の際には出番はないが、

損害がある程度の規模を超えた際には補助を行うというようなスキームであるが、NFIP で

は、政府自身が保険者となっている。 

また、契約件数では NFIP は全米で 456 万証券と、アメリカの世帯数などから比較しても

決して多い数字ではなく、加入率は低いといえる。これは水害被害が想定されていない地

域の人々が加入しないため、その数も少なく、また偏りが生じてしまっている事によるも

のであろう。対して日本の地震保険は、現在では 1,000 万証券を超えているようである。 

このように、保険金額や年間保険料などを比較すると同程度であるし、また政府が関与

しているという点でも類似点がある一方で、運営方法には違いがあるなど、色々と参考に

なる点も多そうだ。 
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